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１．Ｈ２７年度〔第１７期〕 決算ハイライト 
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1,618 

（億円） 

H26年度 H16年度 H27年度 

・・・ 

1,019 1,021 

H26年度 H25年度 H27年度 

 営業利益は、１,６１８億円 

        過去最高益を二期連続で更新   

 当期純利益も１,１８７億円となり過去最高益 

 有利子負債を、４,３０９億円まで圧縮 
  （対前年▲６６２億円削減） 

 フレッツ光（コラボ光を含む）の純増数は、対前年＋４万増

の２６万純増 

Ｈ１１年度末の１兆３,３１０億円に比べ、▲９,０００億円を圧縮 
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営業利益 

（万契約） 

光の契約数推移 

＋５１９億円 

Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 

純増数 契約数 純増数 契約数 

フレッツ光（コラボ光含む） ＋２２ １,０４０ ＋２６ １,０６７ 

（再）コラボ光 ※ ＋１９ １９ ＋２８９ ３０８ 

※：フレッツ光からコラボ光への転用数を含む 

（万契約） 

19 

759 

308 

＋22 ＋26 
1,040 1,067 

コ
ラ
ボ
光 

フ
レ
ッ
ツ
光 

1,019 

営業利益： １,６１８億円 対前年＋５１９億円 

当期純利益： １,１８７億円 対前年＋４９２億円 

設備投資： ２,９４０億円 対前年▲１８１億円 



(単位：億円) 
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２．損益及び設備投資の状況 

項      目 
前  期 

（H2６年度） 
当  期 

（H2７年度） 
増減額 増減率 

営 業 収 益 17,654 17,223 ▲ 431 ▲ 2.4％ 

営 業 費 用  16,555 15,604 ▲ 951 ▲ 5.7％ 

営 業 利 益  1,098 1,618 ＋ 519 ＋ 47.3％ 

経 常 利 益  1,220 1,734 ＋ 513 ＋ 42.1% 

特 別 損 益 ▲ 79 ▲ 37 ＋ 41 － 

当 期 純 利 益  695 1,187 ＋ 492 ＋ 70.7% 

設 備 投 資 額  3,121 2,940 ▲ 181 ▲ 5.8％ 



３．営業収益の推移 

（単位：億円） 

17,738 
17,654 
（17,229） 

▲83 
（▲508） 

▲431 17,223 

H26年度 H25年度 H27年度 

IP関連 
8,669 

音声 
5,183 

その他 
3,885 

音声＋IP関連 

13,852 

IP関連 
8,696 

音声 
4,685 

その他 
4,272 

+27 

▲498 

＋387 
（▲37） 

IP関連 

8,779 

音声 
4,278 

 
その他 
4,165 

 

音声＋IP関連 

13,057 

+83 

▲407 

▲107 

音声＋IP関連 

▲324 

音声＋IP関連 

13,381 
音声＋IP関連 

▲470 

※H26年度より、不動産賃貸収支の計上区分を、営業外損益から営業損益へ変更。（ ）内は、不動産賃貸収支の営業内化影響除きの数値。 
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４．営業費用と営業利益の推移 

営業費用 

営業利益 

H26年度 H25年度 H27年度 

（単位：億円） 

667 

1,098 

1,618 

+519 

+431 
（884） 

※H26年度より、不動産賃貸収支の計上区分を、営業外損益から営業損益へ変更。（ ）内は、不動産賃貸収支の営業内化影響除きの数値。 

（+217） 
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その他 
（減価償却費等） 

4,828 

17,070 

人件費 1,069 

経費 
11,172 

15,604 
▲951 

▲13 

▲811 

▲125 
その他 

（減価償却費等） 

4,833 

人件費 982 

経費 
10,739 

▲515 

▲86 

▲432 

+4 

16,555 

その他 
（減価償却費等） 

4,707 

人件費 968 

（▲530） 

（▲108） 

（▲725） 

経費 
9,928 



営業収益は、対前年▲７２３億円減の１兆６,５００億円。 

営業費用は、対前年▲７５４億円減の１兆４,８５０億円。 

営業利益は、収益減を費用減でカバーし、対前年＋３１億円増の１,６５０億円 

（３月申請の認可計画から＋１００億円の増修正）。 

当期純利益は、１,１４０億円を見込む。 

フレッツ光純増数・設備投資額については、認可申請時と同。 

５．次期業績予想 

項      目 
次期業績予想 

（H28年度） 対前年増減額 対前年増減率 

営 業 収 益 

億円 

16,500 ▲ 723 ▲ 4.2％ 

営 業 費 用  14,850 ▲ 754 ▲ 4.8％ 

営 業 利 益  1,650 ＋ 31 ＋ 2.0％ 

経 常 利 益  1,650 ▲ 84 ▲ 4.9％ 

当 期 純 利 益  1,140 ▲ 47 ▲ 4.0％ 

フレッツ光純増数※ 万契約 30 ＋ 4 ＋ 13.7％ 

設 備 投 資 額 億円 2,700 ▲ 240 ▲ 8.2％ 

※フレッツ光についてはコラボ光を含む。 5 

認可計画からの 

修正額 

－ 

▲ 100  

 ＋ 100 

 ＋ 100 

－ 

－ 

－ 
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光コラボレーションモデルの進捗 

単月開通数に占める 

新規の割合 

34％ 

コラボ光 開通数の推移 

H27 H28 

〔Ｈ28.3月末現在〕 

コラボ光契約数    ： 308万契約 

光コラボレーション事業者向け支援の拡充 

エンドユーザ対応システムの効率化 

法人ユーザ向け支援メニューの追加 

光コラボ事業者からの要望に迅速に応え、 
コラボ光の拡大に貢献 

• システム連携により、光コラボ事業者による申込
情報の二重投入を無くし、応対時間・投入稼
動を削減、投入ミスを防止 

• 法人ユーザからの一括申込や開通に伴う事前作
業等に対応する作業メニューを光コラボ事業者へ
提供 

開通・アフターフォローメニューの追加 

• 料金回収業務、故障受付業務に加え、光の開
通工事時等に光コラボ事業者の端末を設置・ 
設定するサポートメニューを追加 

転用 

新規 

H27実績 H28計画 増減 

光純増数（コラボ光含む） 26 30 ＋4 

（再）コラボ光純増数 289 205 ▲84 

〔単位：万契約〕 
（参考）フレッツ光の実績および計画 

コラボ光新規開通数 63 90 ＋27 

転用数 237 150 ▲87 

H28年6月下旬 

H28年5月下旬 

提供済 

６  

30 

20 

10 

0 

〔単位：万開通〕 

光契約数（コラボ光含む） 1,067 1,097 ＋30 

（再）コラボ光契約数 308 513 ＋205 



 本資料及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに

関する記述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行っ

た判断・評価・事実認識・方針の策定等に基づいてなされ、もしくは算定さ

れています。 

 また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記

述を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされ、もしくは

算定したものです。 

 将来の予測及び将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確

定性・不確実性及び今後の事業運営や内外の経済、証券市場その他の状況変

化等による変動可能性に照らし、現実の業績の数値、結果、パフォーマンス

及び成果は、本資料及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来

の見通しに関する記述・言明と異なる可能性があります。 


